
2022 年１１月２7 日 アドベント第１聖日 
インターネットの礼拝映像配信は９時より。11 時からは録画を視聴できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■もろびとこぞりて（１～３節）（新聖歌７６） 
①もろびとこぞりて むかえまつれ ひさしく待ちにし  

主はきませり 主はきませり 主は、主はきませり  
 
②あくまの ひとやを うちくだきて とりこを放つと  

主はきませり 主はきませり 主は、主はきませり  
 
③この世の闇路を てらしたもう たえなる光の 

主はきませり 主はきませり 主は、主はきませり  
 
 
 
■Cristmas is a time to love（１節を２回歌う）  ★→①→★→①→★ 

★クリスマス 神様の愛の贈り物 クリスマス 神様の愛の贈り物 
①おもいえがいた いろんなこと うまくいかなくっても 
 おもいだしてね クリスマスは 愛の贈り物 
 ★おりかえし 
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■主の祈り  天にましますわれらの父よ。ねがわくは 御名
み な

をあがめさ

せたまえ。御国
み く に

をきたらせたまえ。御心
みこころ

の天になるごとく、地にもなさせ

たまえ。われらの日用
にちよう

の糧
かて

を今日もあたえたまえ。われらに罪をおかすも

のを われらが 赦すごとく、われらの罪をも赦したまえ。われらを こ

ころみにあわせず 悪より救いいだしたまえ。国と力と栄えとは かぎり

なく なんじのものなればなり。アーメン 

 
 
 
 
■交読 詩篇８５篇１節～１３節 

１ 主よ あなたはご自分の地に恵みを 施 し
ほどこし

 

ヤコブを元どおりにされます。 

２ あなたは 御民
みたみ

の 咎
とが

を 担
にな

い 

すべての罪を おおってくださいます。 

３ あなたは 激しい怒りをすべて収め 

燃える御怒り
み いかり

から身を引かれます。 

４ 帰って来てください。私たちのところに。 

私たちの救いの神。 

私たちへの御怒り
み いかり

をやめてください。 

５ あなたは とこしえに 

私たちに対して 怒
いか

られるのですか。 

代々
よ よ

に至るまで 

御怒り
み いかり

を引き延ばされるのですか。 

６ あなたは 帰って来て 

私たちを生かしてくださらないのですか。 

あなたの民が あなたにあって喜ぶために。 

７ 主よ 私たちにお示しください。 

あなたの恵みを。 

私たちにお与えください。あなたの救いを。 



８ 聞かせてください。主である神の仰せを。 

主は 御民
みたみ

に 

主にある 敬 虔
けいけん

な人たちに 平和を告げられます。 

彼らが再び愚かさに戻らないように。 

９ 確かに 御救い
みすくい

は主を恐れる者たちに近い。 

それは 栄光が私たちの地にとどまるためです。 

10 恵みとまことは ともに会い 

義と平和は口づけします。 

11 まことは地から生
は

え出
い

で 

義は天から見下
み お

ろします。 

12 主が 良いものをくださるので 

私たちの大地は 産 物
さんぶつ

を産み出します。 

13 義は 主の御前
みまえ

に先立って行き 

主の 足 跡
あしあと

を道とします。 

 
 
 
 
 
■使徒信条  われは天地のつくりぬし、全能の父なる神を信ず。われは
そのひとりご、われらの主、イエス・キリストを信ず。主は聖霊によりて
やどり、おとめマリヤよりうまれ、ポンテオ・ピラトのもとにくるしみを
うけ、十字架につけられ、死にてほうむられ、よみにくだり、三日目に  
死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父なる神の右に座したま
えり。かしこよりきたりて 生けるものと死にたるものとを さばきたま
わん。われは聖霊を信ず。聖なる公同の教会、聖徒のまじわり、罪のゆる
し、からだのよみがえり、とこしえのいのちを信ず。アーメン 
 
 
 
 
 
 



■聖書朗読 出エジプト記２３章１４～１７節 
14 年に三度、わたしのために祭りを行わなければならない。 
15 種なしパンの祭りを守らなければならない。わたしが命じたとおり、

アビブの月の定められた時に、七日間、種なしパンを食べなければなら
ない。それは、その月にあなたがエジプトを出たからである。何も持た
ずにわたしの前に出てはならない。 

16 また、あなたが畑に種を蒔いて得た勤労の初穂を献げる刈り入れの祭
りと、年の終わりに、あなたの勤労の実を畑から取り入れるときの収穫
祭を行わなければならない。 

17 年に三度、男子はみな、あなたの主、主の前に出なければならない。 
 
 
 
■神の御子はこよいしも（１，２，４節） 
①神の御子は こよいしも ベツレヘムに 生まれたもう 
 いざや友よ もろともに 急ぎゆきて 拝まずや 

急ぎゆきて 拝まずや 
 
②おとめマリア 母として 生まれましし みどりごは 
 まことの神 君の君 急ぎゆきて 拝まずや 

急ぎゆきて 拝まずや 
 
④とこしなえの 御言葉は 今ぞ人と なりたもう 
 待ち望みし 主の民よ おのが幸（さち）を 祝わずや 
 おのが幸（さち）を 祝わずや 
 
 
 
■頌栄 聖歌３７６「父 御子 御霊の」 
 父・御子・みたまの おおみかみに とこしえかわらず 

御栄えあれ 御栄えあれ アーメン 


